
※次の【１】及び【２】と試験科目の一部免除を申請する方は［免除の根拠となる証書］を同時に提出してください。

試験科目の一部免除を申請する方は、前記【１】・【２】の他に、受験区分ごとに掲げる［免除の根拠と
なる証書］を指定サイズに縮小し、【１】受験願書の所定欄に貼ってください。
※婚姻等により氏名を変更し、免除の根拠となる証書記載の氏名と受験願書に記入した氏名が異なる方は、

改姓を証明できる個人事項証明書（戸籍抄本）の原本を必ず添付してください。

※郵送のみの受付となります。
※後記「７. 提出書類」に掲げる書類を下記の受付期間内に提出してください。
　提出書類に不備があると受理できませんので、早めに提出することをお勧めします。

注）１．金融機関の窓口で当協会指定用紙を使って振込：窓口より以下のものを必ず受取り、金融機関の受付日付印
が押印されていることを確認してください。（受付日付印がないものは無効です。）
◎郵便局…「振替払込請求書兼受領証」（お客様控え）と「振替払込受付証明書（お客様用）」
◎銀行……「②受験手数料受取書」（お客様控え）と「③受験手数料振込証明書」
※「振替払込請求書兼受領証」又は「②受験手数料受取書」が領収書となりますので、大切に保管してください。
※郵便局備付の払込取扱票で振込みの場合は、振替払込受付証明書がありませんので、振替払込請求書兼受

領書の原本を願書に貼付し、そのコピーをとってお手元に保管してください。
　　２．ATMで振込：「利用（取引）明細」の原本を願書に貼付し、そのコピーをとってお手元に保管してください。
　　３．払込（振込）手数料は、受験者負担となります。
　　　　（ただし、指定用紙を使ってみずほ銀行本支店窓口から振込むと払込手数料が無料となります。）
　　４．受験手数料は、受験願書を受理した後は試験中止の場合を除き返還しません。
　　５．受験手数料を一括（５名以上）して振込み、受験願書も一括して提出する会社・学校等は、ホームページより

専用の払込（振込）用紙と団体振込申請書をご請求ください。団体振込申請書を提出する受験願書の受験手数
料振込証明書貼付欄には、振込証明書の代わりに団体振込申請書記載の申請番号を記入してください。（受験手
数料を一括で振込みされても、受験票及び試験結果の送付は受験者個人宛となります。）

注）縮小について…例えば「50％に縮小」とは、縦・横の長さがそれぞれ50％になり、証書の面積は25％になります。
　　　　　　　　  （コピー機の機種によっては設定が異なることがありますので、所定の枠内に収まるように縮小してください。）
※ 令和元年度の研修修了証を有効とする対象者 ：次の１．～３．のいずれかに該当する者に限ります。
１．令和元年度 総合旅行業務取扱管理者試験に宮城・東京会場を試験地として出願した者
２．令和元年度 総合旅行業務取扱管理者試験に宮城・東京会場を除く会場を試験地として出願した者で、台風19号の影響により受

験できず、かつ当協会が受験手数料の返金をした者
３．令和元年度 総合旅行業務取扱管理者試験に宮城・東京会場を除く会場を試験地として出願した者で、台風19号の影響により受

験できず、かつ令和２年３月の宮城・東京会場での再試験を申請した者

【１】受験願書

・「振替払込受付証明書（お客様用）」
・「③受験手数料振込証明書」
・「利用（取引）明細」

【２】受験手数料振込を証明する下記
　　  いずれかの原本（コピーは不可）

必要事項を記入（4～5頁の記入例参照）し、写真1枚（パスポー
ト申請用サイズ、縦4.5cm×横3.5cm）を貼付したもの。

令和３年8月6日（金）までの金融機関受付日付印のあ
る左記原本のうちいずれか１点を受験願書の所定欄に貼っ
てください。（原本のコピーは不可）
また、ATMで振込んだ際の「利用（取引）明細」は、取扱日・
振込人・受取人・振込金額が明記されているものに限ります。

（振込については、後記「8. 受験手数料の払込（振込）」参照）

（イ）

（ロ）

（ハ）

国内旅行業務取扱主任者認定証 又は 国内旅行業務取扱主任者試験合格証（合格通知書は不可）若しくは国内
旅行業務取扱管理者試験合格証（合格通知書は不可）の50％縮小コピー

令和2年度総合旅行業務取扱管理者試験結果通知書（「科目免除通知番号」が記載されている面）の80％縮小コピー

（ニ） 地域限定旅行業務取扱管理者試験合格証（合格通知書は不可）の50％縮小コピー

令和元（※）・令和2・令和3年度総合旅行業務取扱管理者研修修了証（結果通知書は不可）の80％縮小コピー

令和３年７月７日（水）～令和３年８月６日（金）
の消印があるものに限り受付ます。（消印のないものは受付できません。）
※封筒の表に「受験願書在中」と明記し、『簡易書留』でご郵送ください。その際、郵便局で

受け取る「郵便物受領証」は受験票が届くまで必ず保管してください。なお、普通郵便や
特定記録郵便で送付した願書の到着に関する照会には応じられません。また、簡易書留
以外での未着事故につきましては、当協会では責任を負いかねます。

※２名以上の受験願書を同封される際は、封筒の表に「○名分在中」と明記してください。

〒100-0013　東京都千代田区霞が関３－３－３　全日通霞が関ビル
　　　　　　一般社団法人　日本旅行業協会　試験係

注）１．視覚に障がいがあり、点字等による受験を希望する方は、受験願書提出前にその旨をお申出ください。
　　２．身体に障がいがあり、受験にあたり配慮を希望する方は、受験願書提出時にその旨をお申出ください。

郵 送
※郵送のみ
　の受付と
　なります。

郵送先

受
付
期
間

受験願書提出前に、金融機関窓口又はATM（自動預け払い機）のいずれかでお振込みください。
（受験手数料振込の領収証が必要な場合は、当協会指定用紙でお振込みください。

　（一社）日本旅行業協会では、領収証は発行しません。）
※インターネット（ネットバンキング）での振込及び現金･収入印紙等では受付ておりません。
※ホームページよりダウンロードできるのは銀行用振込用紙のみとなります。（郵便局は

窓口備付のものをご利用ください。）

受 験 手 数 料

払 込 方 法

6,500円　※受験手数料の消費税は非課税です。

受験手数料振込先 ①みずほ銀行 丸之内支店　 普通　 1737407　 一般社団法人 日本旅行業協会
②郵　便　局　　　00120－7－146443　　  一般社団法人 日本旅行業協会

（ハ）について……注

・科目免除の根拠となる証書

5. 試験科目の一部免除と免除の根拠となる証書

6. 受験願書の受付期間 及び 郵送先

8. 受験手数料の払込（振込）

7. 提出書類

総合旅行業務取扱管理者試験で「国内旅行実務」「海外旅行実務」のいずれか又は両方で科目の合格基準点に達した
者は、翌年度の試験に限り当該科目の受験が免除されます。（科目合格制度）
なお、この制度では「総合旅行業務取扱管理者試験」と「国内旅行業務取扱管理者試験」との相互免除はありません。
たとえば、国内旅行業務取扱管理者試験の「国内旅行実務」に科目合格しても、翌年度の総合旅行業務取扱管理者
試験において「国内旅行実務」の受験は免除されません。

試験科目は以下の４科目となります。

①
②
③

④

旅行業法及びこれに基づく命令〔以下、「業法」といいます〕

旅行業約款、運送約款及び宿泊約款〔以下、「約款」といいます〕

国内旅行実務

海外旅行実務

（本邦内の運送機関及び宿泊施設の利用料金、その他の本邦内の旅行を取り扱う旅行業務に関連する料金）
（その他本邦内の旅行を取り扱う旅行業務に関する実務）

（本邦外の運送機関の利用料金、その他の本邦外の旅行を取り扱う旅行業務に関連する料金）
（旅券の申請手続、通関手続、検疫手続、為替管理その他の本邦外の旅行を取り扱う旅行業務に必要な法令）
（本邦及び主要国における出入国に必要な手続に関する実務）
（主要国の観光）／（本邦外の旅行を取り扱う旅行業務に必要な語学）／（その他本邦外の旅行を取り扱う旅行業務に関する実務）

※出題の根拠となる法令・規則に関しては、令和３年8月1日現在、施行・有効なものとします。

2 3

以下の①～⑥に該当し、かつ（イ）～（ニ）の科目免除の根拠となる証書の写しを受験願書に貼付して受験申
請をした方は、試験科目が一部免除されます。①～⑥のいずれにも該当しない方及び科目免除の根拠となる証
書の写しを貼付していない方は全科目受験となります。
　①国内旅行業務取扱管理者有資格者
　②令和元（※）・令和２・令和３年度 総合旅行業務取扱管理者 研修 　「海外旅行実務」修了者
　③令和元（※）・令和２・令和３年度 総合旅行業務取扱管理者 研修 　「国内旅行実務」修了者
　　※令和元年度については、2 頁下段「令和元年度の研修修了証を有効とする対象者」を参照
　④令和２年度 総合旅行業務取扱管理者 試験 　「海外旅行実務」科目合格者
　⑤令和２年度 総合旅行業務取扱管理者 試験 　「国内旅行実務」科目合格者
　⑥地域限定旅行業務取扱管理者有資格者

受験区分
（試験時間及び試験科目は、１頁を参照してください。）

必要な科目免除の根拠
となる証書

　① 　のみに該当 ⇒ 【受験区分Ｅ】 （イ）
　①・② 　のみに該当 ⇒ 【受験区分Ｆ】 （イ）・（ロ）
　①・④ 　のみに該当 ⇒ 【受験区分Ｆ】 （イ）・（ハ）
　② 　のみに該当 ⇒ 【受験区分Ｂ】 （ロ）
　②・③ 　のみに該当 ⇒ 【受験区分Ｄ】 （ロ）
　②・③・⑥ 　のみに該当 ⇒ 【受験区分Ｆ】 （ロ）・（ニ）
　②・⑤ 　のみに該当 ⇒ 【受験区分Ｄ】 （ロ）・（ハ）
　②・⑤・⑥ 　のみに該当 ⇒ 【受験区分Ｆ】 （ロ）・（ハ）・（ニ）
　②・⑥ 　のみに該当 ⇒ 【受験区分Ｈ】 （ロ）・（ニ）
　③ 　のみに該当 ⇒ 【受験区分Ｃ】 （ロ）
　③・④ 　のみに該当 ⇒ 【受験区分Ｄ】 （ロ）・（ハ）
　③・④・⑥ 　のみに該当 ⇒ 【受験区分Ｆ】 （ロ）・（ハ）・（ニ）
　③・⑥ 　のみに該当 ⇒ 【受験区分Ｅ】 （ロ）・（ニ）
　④ 　のみに該当 ⇒ 【受験区分Ｂ】 （ハ）
　④・⑤ 　のみに該当 ⇒ 【受験区分Ｄ】 （ハ）
　④・⑤・⑥ 　のみに該当 ⇒ 【受験区分Ｆ】 （ハ）・（ニ）
　④・⑥ 　のみに該当 ⇒ 【受験区分Ｈ】 （ハ）・（ニ）
　⑤ 　のみに該当 ⇒ 【受験区分Ｃ】 （ハ）
　⑤・⑥ 　のみに該当 ⇒ 【受験区分Ｅ】 （ハ）・（ニ）
　⑥ 　のみに該当 ⇒ 【受験区分Ｇ】 （ニ）
　いずれにも該当しない方 ⇒ 【受験区分Ａ】 なし

Matz01
長方形


